
　

８
月
は
、
皆
さ
ん
に
道
路
の
役

割
や
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
た

だ
く「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」で
す
。

　

安
全
で
快
適
に
道
路
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
身
近
な
道
路
を
見
つ

め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年
度　

推
進
標
語

「
こ
の
道
で　

お
は
よ
う

　
　

さ
よ
な
ら　

あ
り
が
と
う
」

   

管
理
課

　

   

☎
33
―
１
１
０
２

　

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の

障
害
の
あ
る
人
は
、
千
葉
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
申
請
し

認
定
さ
れ
た
場
合
、
現
在
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
か
ら
脱
退
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
加
入
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
や
健
康
保
険
組
合
な
ど
か
ら

脱
退
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
る
と
、
医
療
機
関
で
の
窓
口

負
担
が
１
割
に
な
り
ま
す
。（
現
役

並
み
所
得
者
を
除
く
。）

　

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

保
険
年
金
課
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の

　

一
定
の
障
害
が
わ
か
る
書
類（
年

金
証
書
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
な
ど
）、
現
在
加
入
し
て
い
る

被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
代
理
申
請

の
場
合
は
本
人
確
認
書
類（
免
許
証

な
ど
）

   

保
険
年
金
課　
　

 　

  

☎
33
―
１
０
６
０
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道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

障
害
が
あ
る
人
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
への
加
入

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

ししししし

ららららら

せせせせせせせせ

介護保険の高額介護サービス費の基準（月々の負担の上限）が変わります
　介護サービスを利用する場合にお支払いただく利用者負担には、月々の負担上限額
が設定されています。1ヶ月に支払った利用者負担が負担上限額を超えた場合に、「高
額介護サービス費」として超えた分が払い戻されます。
　８月から月々の負担の上限が、下の表のとおり変更となります。

※１「世帯」とは、住民基本台帳上の世帯員で、介護サービスを利用した人全員の負担合計の上限額をさします。
※２「個人」とは、介護サービスを利用した本人の負担の上限額をさします。 　健康支援課　　☎３６－１１５２

対象となる人 平成29年７月までの
負担の上限（月額） 平成29年８月からの負担の上限（月額）

現役並み所得者に相当する人が
いる世帯の人 44,400円（世帯） 　 44,400円（世帯）※1

世帯のどなたかが市区町村民税
を課税されている人 37,200円（世帯）

44,400円（世帯）
注） 同じ世帯のすべての65歳以上の人（サービスを利用して
いない人を含む）の利用者負担割合が１割の世帯に年間
上限額（446,400円）を設定（３年間の時限措置）

世帯の全員が市区町村民税を課
税されていない人 24,600円（世帯） 24,600円（世帯）

前年の合計所得金額と公的
年金収入額の合計が年間80
万円以下の人など

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

    24,600円（世帯）　　
    15,000円（個人）※2

生活保護を受給している人など 15,000円（個人） 15,000円（個人）
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原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

ししししし

ららららら

せせせせせせせせせ

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
迫
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
請
求
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
ご
請
求
く
だ
さ
い
。｠

対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
に

お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
人
。

※ 

次
の
優
先
順
位
で
遺
族
の
人
１

人
が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

　

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
法
に
よ
る

　

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

　

人（
戦
没
者
等
の
配
偶
者
）

②
戦
没
者
等
の
子

③ 

戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
。

④ 

右
記
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

で
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係

を
有
し
た
人

請
求
期
限

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

申
請
場
所

　

社
会
福
祉
課
、
市
民
課
、
朝
夷

行
政
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
地
域
セ

ン
タ
ー

　

社
会
福
祉
課　

　
　

☎
36
―
１
１
５
３

　

今
年
は
、
広
島
と
長
崎
に
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
72
年
目

を
迎
え
ま
す
。
原
爆
死
没
者
の
冥

福
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈

念
し
て
投
下
時
刻
に
１
分
間
の
黙

と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
島
へ
の
投
下
時
刻

　

８
月
６
日　

午
前
８
時
15
分

長
崎
へ
の
投
下
時
刻

　

８
月
９
日　

午
前
11
時
２
分

　

 

総
務
課

　
　

☎
33
―
１
０
２
１

・ 

本
事
業
を
実
施
し
た
こ
と
の
あ

る
団
体
の
申
請

　

８
月
22
日（
火
）か
ら
９
月
４
日

（
月
）ま
で

応
募
方
法

 　

千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

「
千
葉
県
飼
い
主
の
い
な
い
猫
不

妊
去
勢
手
術
事
業
実
施
要
領
」及

び「
平
成
29
年
度
千
葉
県
飼
い
主

の
い
な
い
猫
不
妊
去
勢
手
術
事
業

実
施
計
画
募
集
要
項
」を
ご
覧
の

う
え
、
必
要
な
書
類
を
作
成
し

て
、
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 　
　

千
葉
県
健
康
福
祉
部
衛

生
指
導
課　

公
衆
衛
生
獣
医
班

　

☎
０
４
３
―
２
２
３
―
２
６
４
２

　

 

安
房
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
安

房
保
健
所
）

　

☎
22
―
４
５
１
１

　

地
域
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
適
正
に
管

理
す
る「
地
域
猫
活
動
」は
、
人
と

飼
い
主
の
い
な
い
猫
が
共
生
し
て

い
く
た
め
の
有
効
な
方
法
の
ひ
と

つ
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
県
で
は
飼
い
主
の

い
な
い
猫
の
数
を
増
や
さ
な
い
た

め
に「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
不
妊
去

勢
手
術
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
へ
の
参
加
を
希
望
す

る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
募

集
を
行
い
ま
す
。

応
募
で
き
る
人

　

県
内（
千
葉
市
・
船
橋
市
・
柏

市
・
習
志
野
市
・
八
千
代
市
・

鎌
ヶ
谷
市
・
市
川
市
・
浦
安
市
・

松
戸
市
・
我
孫
子
市
・
栄
町
・
成

田
市
を
除
く
）で「
地
域
猫
活
動
」

に
取
り
組
み
、
飼
い
主
の
い
な
い

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
を
実
施
し
よ

う
と
す
る
団
体

募
集
期
間

・ 

本
事
業
を
実
施
し
た
こ
と
の
な

い
団
体
の
申
請

　

７
月
６
日（
木
）か
ら
８
月
16
日

（
水
）ま
で

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
妊
去
勢
手
術
事
業

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　世界の恒久平和は、人類共通の願いであり
ます。
　この願いを実現するためには、世界の人々
が互いに理解を深め合い、生命の尊さを認識
し、戦争のない平和な社会を追求していかな
ければなりません。
　私たち南房総市民は、日本国憲法に掲げる
崇高な理想を深く自覚し、武力による紛争を
なくすとともに、核兵器の廃絶を訴え、世界
の人々と共に手を携えて、かけがえのない地
球の恒久平和実現のため、ここに南房総市を
「非核平和都市」とすることを宣言します。

平成 18 年 12 月 26 日

非核平和都市宣言

市は、核兵器の廃絶と平和な世界を願い｢非核
平和都市 ｣を宣言しています。



3

　

市
で
は
、
人
口
の
減
少
や
節
水

機
器
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
水
需

要
の
減
少
に
伴
う
給
水
収
益
の
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
水
道
施
設
・
設
備

の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
施
設

の
更
新
や
耐
震
化
に
多
大
な
費
用

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
、

水
道
施
設
の
計
画
的
な
更
新
を
進

め
、
施
設
や
管
路
の
健
全
性
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
組
織
や

施
設
管
理
の
見
直
し
な
ど
経
営
基

盤
強
化
の
た
め
の
取
り
組
み
を
一

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
中
長
期

的
な
視
野
で
事
業
経
営
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
安
全
で
安
心
な
水

道
を
安
定
し
て
供
給
で
き
る
よ
う

に「
南
房
総
市
水
道
事
業
経
営
戦

略
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

水
道
局

　
　

☎
44
―
４
６
１
１

南
房
総
市
水
道
事
業
経
営

戦
略
を
策
定
し
ま
し
た

中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
の
実
施

館
山
地
域
漁
業
就
業

相
談
会

「
２
０
１
８
年
版
県
民
手
帳
」

予
約
受
付
を
始
め
ま
す

ぼぼぼぼぼぼぼぼぼ

ししししし

ゅゅゅゅゅ

ううううう

　

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど

の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
と

は
、
病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事

由
に
よ
り
、
保
護
者
が
義
務
教
育

諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶

予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
子
な
ど
に

つ
い
て
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
か
ど

う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行

う
試
験
で
す
。

　

合
格
し
た
人
に
は
高
等
学
校
の

入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

願
書
受
付
期
間　

８
月
21
日（
月
）

か
ら
９
月
８
日（
金
）ま
で

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

 

子
ど
も
教
育
課

　
　

☎
46
―
２
９
６
６

　

地
域
漁
業
へ
の
就
業
を
希
望
し

て
い
る
人
を
対
象
に
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。

　

予
約
不
要
・
費
用
無
料
で
、
地

域
漁
業
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や

県
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
関
係
者
と
の
情
報
交

換
・
面
接
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

と
き　

８
月
25
日（
金
）午
後
１
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ　

安
房
合
同
庁
舎
３
階
中

会
議
室

対
象　

南
房
総
地
域
住
民
、
高
校

生
、
夏
休
み
帰
省
者（
大
学
生
ほ

か
）な
ど

　

千
葉
県
館
山
水
産
事
務
所

　
　

☎
22
―
５
７
６
１

　

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る

県
民
手
帳
が
今
年
も
発
売
さ
れ
ま

す
。
県
の
統
計
資
料
や
、
公
共
機

関
な
ど
の
情
報
が
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

価
格　

１
冊
５
０
０
円（
税
込
）

サ
イ
ズ
・
色

　

縦
１
４
５
㎜
×
横
85
㎜

　

紺
色
ま
た
は
黄
色

申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み

は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
電
話

番
号
・
希
望
の
色
と
数
を
記
入
し
、

任
意
様
式
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
を
希
望
す

る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月
28
日（
月
）

引
渡
予
定　

10
月
上
旬
以
降
、
企

画
財
政
課
ま
た
は
朝
夷
行
政
セ
ン

タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
、
代
金

引
換
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　

企
画
財
政
課

　
　

☎
33
―
１
０
０
１

　
　

FAX
　

20
―
４
５
９
８
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ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ

ししししし

ゅゅゅゅゅ

ううううう

　

千
葉
県
統
計
協
会
で
は
、
県
民

に
対
す
る
統
計
知
識
の
普
及
と
統

計
の
表
現
技
術
の
研
さ
ん
に
資
す

る
た
め
、
統
計
グ
ラ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

応
募
資
格

第
１
部　

小
学
１
・２
年
生

第
２
部　

小
学
３
・４
年
生

第
３
部　

小
学
５
・６
年
生

第
４
部　

中
学
生

第
５
部　

高
校
生
・
大
学
生
・
一
般

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部　

小

学
生
以
上

課
題　

自
由

　

た
だ
し
、
小
学
校
４
年
生
以
下

の
児
童
の
応
募
に
つ
い
て
は
、
児

童
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結

果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
と
し
ま

す
。

仕
上
げ
寸
法

　

72･

８
㎝
×
51･

５
㎝（
Ｂ
２
判
）

提
出
期
限　

９
月
４
日（
月
）

提
出
先　

各
学
校（
小
中
高
生
）お
よ

び
企
画
財
政
課（
大
学
生
・
一
般
）

　

企
画
財
政
課

　

 　

☎
33
―
１
０
０
１

　

川
に
は
、
ど
ん
な
生
き
も
の
が
い

る
か
、
み
ん
な
で
探
し
て
み
よ
う
。

と
き　

８
月
６
日（
日
）　

　
　
　

※
雨
天
中
止

川
あ
そ
び
・
生
き
も
の
観
察
会

　

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

ま
で

資
料
館
見
学（
自
由
）

　

午
前
11
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

と
こ
ろ　
「
酪
農
の
さ
と
」

対
象　

小
学
生（
小
学
校
４
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

不
要

（
当
日
現
地
に
午
前
10
時
集
合
）

※ 

川
に
入
っ
て
も
よ
い
服
装
、
靴
、

（
長
靴
）、
手
袋

（
軍
手
）の
着
用
。

網
・
バ
ケ
ツ
、
帽

子
、
水
筒
な
ど
の

飲
み
物
も
各
自

で
用
意
。

　

南
房
総
エ
コ
ネ
ッ
ト
事
務
局

　
　

 （
代
表
・
前
川
）

　

 　

☎
33
―
１
１
７
１

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
作
品
を
募
集

水
辺
の
生
き
も
の
観
察
会

一次募集（センター試験前募集）の流れ
・８月募集開始
・10月末を締切とし、11月初旬に審査
・結果を仮決定扱いとし申請者に速やかに通知
・ ３月末までに申請者から進学先を確認し、本決定を通知
・新年度（４月）より貸付を開始
※２次募集は２月に募集を開始します。

＜申請条件＞
・ 南房総市に住所を有し、引き続き１年以上居住してい
る者または同市に住所を1年以上居住している子弟で
あること
・学業成績優秀な品行方正で心身強健な人
・ 経済的理由により修学困難な者または学費支出の困難
な世帯の子ども

＜貸付金額＞
　高校生等は月額２万円以内、大学生等は月額４万円以
内です。
　さらに大学生等は入学時の1回に限り入学支度金最大
30万円を別途貸付できます。
　高校生等に中等教育学校の
後期課程、高等専門学校並び
に専修学校の高等課程を含み
ます。
　また、大学生等に専修学校
の専門課程、短期大学並びに
大学院を含みます。

奨学金の新規貸付者募集 経済的な理由などにより、高校や大学などへの進学が困難
な人に対して無利子で学資の貸付を行っています　

＜貸付期間＞
　正規の修学期間とします。４年制の学校であれば期
間は４年間です。医療薬学系の場合はその修学期間の
長さに応じて、５年または６年となります。
　留学や病気等により休学する場合は一時的に貸付を
停止し、復学した時点で再開します。

＜貸付方法＞
　毎月20日（休日等の場合は金融機関の前営業日）に当該
月分を指定の口座にお振込みします。

＜返還方法＞
　貸付期間が終了した後、１年間の猶予期間がありま
す。その後、貸付の２倍の期間で返還（市役所または金
融機関窓口納付）します。
　返還利息は無利子ですが、遅延があった場合はこの
限りではありません。

｠＜申請方法＞
　次の書類を教育総務課へ提出してください。
・奨学資金貸付申請書
・調査書
・連帯保証人の印鑑証明証
・世帯員で収入のある方全員の所得証明書
・入学通知または在学証明書
※ 申請書は、教育総務課、市民課、朝夷行政センター
および各地域センターで配布します。
　教育総務課　☎４６－２９６１
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図書館　　☎ 40-1120
開館時間　9：00～ 17：00
（水曜のみ　9：00～ 19：00）
休館日　　月曜日・祝日・年末年始

図書館だより
〒 295-0004　南房総市千倉町瀬戸 2340-5　http：//www.city.minamiboso.chiba.jp/0000000999.html

　　

＜一般書＞
・性別に違和感がある子どもたち　　康　　　純
・トコトンやさしい土壌の本　　　　藤原俊六郎
・婚活探偵　　　　　　　　　　  　 大門　剛明
・声なき叫び　　　　　　　　　　　小杉　健治
・病巣　　　　　　　　　　　　　　江上　　剛
・パーマネント神喜劇　　　　　　　万城目　学
・古都再見　　　　　　　　　　　　葉室　　麟
・宮辻薬東宮　　　　　　　　　　　宮部みゆき
・変幻　　　　　　　　　　　　　　今野　　敏
・敵討ちか主殺しか　　　　　　　　佐藤　雅美

※6月中に、上記を含め新刊本は269冊入りました

＜児童書＞
・かわうそ３きょうだいとらのまき　あべ　弘士
・ようかいりょうりばんづけ　　　　沢野　秋文
・ちいさなはなのものがたり　　　　斉藤　　洋
・いろいろはっぱ　　　　　　　　　小寺　卓矢
・ミオととなりのマーメイド　ミランダ ジョーンズ
・ジャンケンの神さま　　　　くすのきしげのり
・ピンクのドラゴンをさがしています　

あんびるやすこ
・ざんねんないきもの事典　　　　　今泉　忠明
・よくわかるネット依存　　　　　　遠藤　美季
・子どもの手芸レッスンBOOK　　　松村　　忍

●●●●●●● 新着図書紹介 ●●●●●●●
毎月購入している図書の中から図書館職員が 10冊を選びました。

 

　6月28日（水）に図書館協議会を開催しました。主な議題は、平成28年度の事業実績報告と平成29年度の事業
計画です。承認されました。今年度は、読書に親しむ環境づくりとして、春と秋の読書週間の期間中に図書館行
事を開催します。春は子ども向けに開催。秋は大人向けの行事を検討中です。

　SF・ファンタジー：「偽りの王子」ジェニファー・A・ニールセン作　
　孤児院に暮らす少年セージはある日、金持ちの貴族だという怪しい男に買われ屋敷に連れられていく。その
男の狙いは孤児を偽の王子に仕立てて、国の王座を奪うことだった。・・・ドキドキ感ある楽しい本です。

子育て支援センターほのぼのでの貸し出し事業をお休みします
　7月より１月末まで丸山コミュニティセンター等の解体工事が行われるため、駐車場の確保や安全を考慮し、この
期間中の出張貸し出しをお休みすることとしました。（貸し出しや返却については、これまで以上に各地区のコミセ
ン等の図書室や本館をご利用いただけると幸いです。）
　ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力を宜しくお願いします。2月から再開する予定です。 

　6月２日（金）、富山小2年生が来館し、司書が図書館利用の学習を行いました。その後、三芳小2年生、富浦小
1年生、和田小1・2年生も各地区のコミュニティセンター等の図書室において学習を行いました。
　富浦小2年生は、昨年度とみうら元気倶楽部において学習したので、今
年度は図書館に来館しての学習でした。初めて本館に来たという子どもも
いて図書館の様子に興味津々で観察していました。前半は館長による説明
と読み聞かせ。各地区の図書室や図書館の蔵書数をクイズ形式で伝える
と、その数に驚いていました。
　「とてもおおきなサンマのひらき」（岡田よしたか作　ブロンズ新社）の読
み聞かせでは、おはなしの内容を予想したり、面白さに笑ったりして本を
楽しんでいました。後半は、司書が本の扱い方や借り方、図書室や図書館
での過ごし方を、絵カードを使って分かり易く教えました。
　次に、OPACを利用して本の検索と実際に本を探す活動。なかなか探せずに困っている様子が見られましたが、
あいうえお順に配架されていることを知り、見つけると嬉しそうに報告してくれました。最後は、自分の図書館
カードを使い、5冊選んで借りました。本の楽しさと面白さを感じた時間となったようです。

【市内各小学校1・2年生の図書館利用指導をおこなう・・・本の楽しさ、面白さを知る】

　※ 毎週水曜日（祝日を除く）は、午後７時まで開館しています。皆さんのご利用をお待ちしております。

【平成29年度 第1回図書館協議会開催：図書館運営について承認】

【本の紹介：中学生から高校生の若いおとな（ヤングアダルト）向け・・・はらはらドキドキする本】

【お知らせとお願い】

【委員の紹介】　◎委員長　○副委員長
学識経験者：◎栗山弘行　水嶋篤子、堀内タツエ、池田幸恵、神澤ともみ、関龍瑛、鈴木ひろみ、松尾和子
社会教育関係者：○平井良明、学校関係者：新藤光夫　　　　　　以上10名（敬称略）
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☎ 40－5111

　にこにこひろばでは、親子が気軽に遊んだり、交流した
りして、仲間づくりをします。子育てについてわからない
ことや、困っていることはスタッフが相談に応じます。
　0歳から4歳までのお子さんをお待ちしています。

　今月の行事をお知らせします。
　会場の記載のないものは、子育て支援センター（南房総市
珠師ケ谷1289番地13）で開催されます。
　また、子育て相談、幼児相談、ことばの相談などは、随時
受け付けています。お気軽にご相談ください。

にこにこひろば
休 館 日　日曜・月曜日、祝日・年末年始
開館時間　9:30～16:00

 年齢にあわせた親子遊びや手遊び、製作など。
定　　員　13人（先着順）
申　　込　7月27日から各教室の前日までです。

にこにこ教室（あそびの教室）　

※その他、詳細はお問い合わせください。

対　象　児 と　　き

（ひよこ組）
　2か月～お座りができる子ども 8月30日(水)

９:45
～
10:45

場　所 と　き
富浦子ども園 ８月25日（金）

10:00
～
15:00

富山子ども園 ８月９日（水）
三芳保健福祉センター ８月８日（火）
千倉保健センター ８月17日（木）

和田コミュニティセンター ８月23日（水）

８月ここここここここここ そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ だだだだだだだだだだだだ てててててててて

　スタッフが地域に出向いて親子の交流の場を提供する
「出張にこにこひろば」を開設します。

～「出張にこにこひろば」～

　妊娠中を健康に過ごせるよう、また友だちづくりの場
として妊婦や夫、祖父母など家族を対象に開催します。
　１コース３回で、毎月１回開催します。
と　　き　8月22日（火）13：00 ～ 15：30
内　　容　 第2回・妊娠中の食事について・ヨガ
締め切り　８月18日（金）

親子きずなの教室

　体操の先生と一緒に、体を動かして遊びます。
対　　象　歩けるお子さん
と　　き　８月17日（木）10：00～ 11：00
締め切り　８月16日（水）　
場　　所　千倉保健センター
※体操終了後、15:00まで遊べます。

親子体操教室

　誕生月のお子さんをみんなでお祝いします。
対　　象　８月生まれのお子さん
と　　き　８月８日（火）　11：30～
締め切り　８月７日（月）
場　　所　三芳保健福祉センター

お誕生会

　離乳食の講話や調理、試食など。
対 　 象　 これから離乳食を始める乳児または離乳食を

始めている乳児（1回食・2回食・3回食対応）
と　　き　８月22日（火）9：45～ 12：30
締め切り　８月15日（火）

もぐもぐ教室（離乳食教室）

名　　称 と　　　き と　こ　ろ

えほんはともだち ４日（金) 10：00 ～ 11：30 三芳農村環境改善センター

絵本読み聞かせ教室 ５日（土) 10：00 ～ 11：00 和田地域福祉センター やすらぎ

千倉おはなし会 12日（土) 10：30 ～ 11：15 図書館

絵本おはなし会 19日（土) 10：00 ～ 11：00 丸山公民館

おはなしだいすき 19日（土) 10：30 ～ 11：30 富山ふれあいコミュニティセンター(旧富山公民館 )

とみうら絵本だいすきの会 20日（日) 11：00 ～ 11：30 とみうら元気倶楽部

絵本の読み聞かせ  　図書館　☎４０－１１２０（ほのぼの　☎４０－５１１１）

お願い……申し込みが必要な行事は締め切りまでに申し込みください。

　ＮＰＯ法人たからばこと一緒にムーブメントをして遊
びます。また、発達障害についての座談会を行います。
と　　き　８月10日（木）　10：00～
締め切り　８月４日（金）

親子あそび

　赤ちゃんのいるお母さんたちの出会いの場です ｡
赤ちゃん集まれ　毎月第1・第3水曜日は赤ちゃんデー

～お知らせ～
　ほのぼのに隣接している建物の解体工事期間中（平成30年1月
までを予定）は、駐車場が旧丸山消防署の敷地内とその先左側空地
へ変更になります。（詳細は職員にお問い合わせください）

※今月はひよこ組のみ実施です。
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●すべて無料です。お気軽にご利用ください●

離婚・相続などの相談。
とき／８月24日（木）
ところ／富山ふれあいコミュニティセンター
　　　　（旧富山公民館）
担当相談員／弁護士
※ 調停中や裁判中の事件の相談ならびに同一内
容についての再度の相談は応じられません。
　 　社会福祉協議会　☎４４－３５７７

法律相談　13:00 ～ 16:00 要予約

多重債務相談、サービス・商品に関する相談・苦情。
　　　　 １日（火）・３日（木）・８日（火）・10日（木）
　　　　24日（木）・29日（火）・31日（木）
※ 来所による相談は、原則として事前予約制で
す。相談場所は予約時にお伝えします。
※ 電話による相談は、商工課内の消費生活相談
専用電話（☎３３－４３００）
　 　商工課　☎３３－１０９２

消費生活相談　10:30 ～ 15:30

年金、保険などの国の行政全般に関する意見や要望。
　　　　　９日（水）とみうら元気倶楽部
　　　　　10日（木）朝夷行政センター
　　　　　16日（水）白浜地域センター
　　　　　18日（金） 富山ふれあいコミュニティ

センター（旧富山公民館）　
　　　　　18日（金）三芳農村環境改善センター
　　　　　21日（月）丸山公民館
　　　　　23日（水）和田地域福祉センターやすらぎ
　秘書広報課　☎３３－１００２

行政相談　13:30 ～ 16:00

８月

人権相談　13:00 ～ 16:00
いじめ、家庭内の問題に関する相談。
　　　　　10日（木）とみうら元気倶楽部
　　　　　10日（木）白浜地域センター
　　　　　21日（月）丸山公民館
　　　　　22日（火）三芳農村環境改善センター
　市民課　☎３３－１０５１

８月

８月

そそそそそそそそそそそ うううううう だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ んんんんんんんんんんんんん

相続登記や抵当権抹消登記など不動産登記相談。
とき／毎週火・木曜日（祝日は休み）
ところ／千葉地方法務局館山支局

　 　千葉地方法務局館山支局
　　　 ☎２２－０６２０

法務局登記相談  9:30 ～ 15:30 要予約

税金全般・記帳の相談。
とき／８月８日（火）、９月12日（火）
ところ／税理士会館山支部
※予約は毎月末日が締切です。　

　 　税理士会館山支部　☎２３－４１３２

税金相談　 要予約

要予約

住まいの耐震性、新築やリフォームなど住宅全
般の相談。
とき／９月７日（木）
ところ／富山ふれあいコミュニティセンター
　　　　（旧富山公民館）

　 　管理課　☎３３－１１０２

住まいの相談　13:00 ～ 16:00 要予約

８月けけけけけけけけけけけけけ んんんんんんんんんんんんん しししししししししし んんんんんんんんんんんん

項　　目 対　象　児 と　　　き と　こ　ろ

４か月児相談 平成29年３月生まれ
８月17日(木) （受付）９:15～９:45 三芳保健福祉センター

９か月児相談 平成28年10月生まれ

２歳児歯科健康診査 平成26年12月生まれ
平成27年１月生まれ ８月４日(金) （受付）13:00～13:15 三芳保健福祉センター

乳児相談・幼児健診 　健康支援課　☎３６－１１５２

高齢者相談センター
出張介護個別相談会  13:30 ～ 15:00
介護のこと、介護保険のこと、何でもご相談ください。
　　　　５日（土）とみうら元気倶楽部
　　　　15日（火） 富山ふれあいコミュニティセ

ンター（旧富山公民館）
　　　　24日（木）三芳農村環境改善センター
相談員／内房高齢者相談センター職員

　 　内房高齢者相談センター
　　　 ☎２０－４５００

要予約

８月



　　　　
安房地域医療センター （☎ 25 － 5111）は、
毎日 24時間体制で救急患者を受け入れています ｡
そのほかの当番医は次のとおりです ｡

８月日日日日日日日日日日日日日 当当当当当当当当当当当当当当 番番番番番番番番番番番番番番番番番番 医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休
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　６日（日）
花の谷クリニック（千倉）☎４４－５３０３
東条病院（鴨川市）☎０４－７０９２－１２０７
　１１日（金）
館山病院（館山市）☎２２－１１２２
石川外科内科クリニック（鴨川市）☎０４－７０９２－５２１０
１３日（日）
館山病院（館山市）☎２２－１１２２
２０日（日）
鋸南病院（鋸南町）☎５５ー２１２５
山本医院（千倉）☎４４－０８９９
２７日（日）
館山病院（館山市）☎２２－１１２２　
花の谷クリニック（千倉）☎４４－５３０３

※外国人住民を含みます。　（　）内は前月比

総人口　39,318 人　　（－ 18）
　　男　18,866 人　　（－ ８）
　　女　20,452 人　　（－ 10）
世帯数　17,319 世帯（＋ 16）

出生　　６人
死亡　 50 人
転入　 92 人
転出　 66 人

（平成29年7月１日現在）
じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん こここここここここここ ううううううううううううううう

市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料

（第２期）
（第２期）
（第２期）
（第２期）

８月 納期限 ８月３１日（木）のののののののののののののののののの うううううううううううううううう ぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜ いいいいいいいいいいいいいいいいい

ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ ょょょょょょょょょょょ ううううううううううううう じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ

と　き／８月６日（日）　ところ／和田地域全域
　和田地域センター　☎４７－３１１１

★和田地区ふるさと美化運動

　人事院では、30歳以上の社会人経験者を対象とした
「国税庁経験者採用試験（国税調査官級）」を実施して
います。
受験資格
　平成29年４月１日において、大
学などを卒業した日または大学院
の課程などを修了した日のうち最
も古い日から起算して８年を経過
した人。
試験日程
・受験申込受付期間　８月中旬
・試験実施期間　９月～12月
・最終合格発表　12月下旬｠
　東京国税局総務部人事第二課試験係

　　☎０３－３５４２－２１１１

　実際にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を用いた心肺
蘇生法を身につける講習を開催します。
とき・ところ　
９月３日（日）鴨川市文化体育館
９月10日（日）館山市菜の花ホール
時間　各会場とも
・普通救命講習Ⅰ　13：00～16：00
・普通救命講習Ⅱ　13：00～17：00
受付期間　
鴨川会場 8月14日（月）～8月26日（土）
館山会場 8月21日（月）～9月２日（土）
募集人員　各会場30人※定員になり次第締め切り
対象　中学生以上
参加費　テキスト代１５０円
受付場所および問合せ先
・館山消防署　救急隊　☎２２－２９０３
・鴨川消防署　救急隊　☎０４－７０９３－２１３１
・千倉分署　救急隊　☎４４－２１００
・鋸南分署　救急隊　☎５５－３２５０
※ すべての受付場所で２会場の受付。講習Ⅰ・Ⅱの
詳細は受付時に説明します。

社会人経験者の国税庁採用試験 命を救う「普通救命講習」の開催

おわびと訂正
　広報みなみぼうそう７月号９ページの「国民健康保険に
ご加入の皆さんへお知らせ」の記事で、表内の数字に誤り
がありました。
　正しくは次のとおりです。おわびして訂正いたします。
誤　80,100円＋（医療費－  26,700円）×１％
正　80,100円＋（医療費－267,000円）×１％


